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2025年7月23日

主催：公益財団法人 日本対がん協会

開催報告書

JAPAN
CANCER SURVIVORS DAY

2025



2025年6月1日（日）、日本対がん協会は、がん患者・家族が必要な支援を受けられるように情報を提供す
るイベント「ジャパンキャンサーサバイバーズデイ（JCSD）2025」を、国立がん研究センター 築地キャンパ
ス 研究棟（東京都中央区）にて開催しました。今年は、「がんとともに生きる～転移・再発した私の『わたし
らしく』を考える」をテーマとし、４つの講演、10団体によるブース出展、３つの企画展示などを行い、多く
の方にご来場いただきました。患者会・支援団体、企業、ボランティアの皆様などの関係者の皆様、またご来
場いただいた皆様に心より御礼申し上げます。ここに開催のご報告を記させていただきます。

公益財団法人日本対がん協会
会長 垣添 忠生
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タイトル
JAPAN CANCER SURVIVORS DAY 2025
（ジャパン キャンサー サバイバーズ デイ 2025）

テーマ がんとともに生きる～転移・再発した私の「わたしらしく」を考える

開催日時
2025年6月1日(日) 10:30～15:30
（開場10:00／閉場16:00）

会場
国立がん研究センター 築地キャンパス
研究棟 大会議室（大ホール）、セミナールームA・B、ホワイエ

参加費 無料

対象 がん患者・家族・医療従事者・一般 どなたでも

開催形態 会場開催（リアル開催）

URL https://www.gsclub.jp/jcsd2025

講演
プログラム

【講演１】「転移・再発したあなたへ～根治がむずかしいがんとの付き合い方～」
髙橋 都 先生
内科医, NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク代表理事,
岩手医科大学客員教授, 東京慈恵会医科大学客員教授

【講演２】「ゲノム医療による治療法を考える～転移・再発の場合を含む～」
安藤 弥生先生
国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院
臨床研究支援部門研究企画推進部臨床研究支援室/血液腫瘍科

「がんアドボケート活動助成」報告会 助成５団体
【講演３】「わたしを支える社会資源」

北見 知美
公益財団法人日本対がん協会 相談支援室マネジャー・社会福祉士

【講演４】「がんと共に、「わたしらしく」生きるを考える」
秋山 雅子氏
認定NPO法人マギーズ東京 共同代表理事 センター長

出展ブース 10団体

情報コーナー 23団体

企画展示

【企画１】ほっとひといき掲示板
【企画２】写真展「私の見つけた『半径500メートル』」（協力：がんフォト＊がんストーリー）

【企画３】日本対がん協会「がん相談ホットラインに届く声」
【企画４】「患者さんとご家族のためのガイドライン」閲覧コーナー

参加者 318名

後援
厚生労働省／東京都／国立がん研究センター／一般社団法人日本がんサポーティブケア学会／
一般社団法人日本サイコオンコロジー学会／特定非営利活動法人日本緩和医療学会

講演動画 開催レポートにて公開

開催レポート 
URL

講演動画や写真、感想アンケート結果などを掲載
https://www.jcancer.jp/consultion_and_support/jcsd/2025report

挨拶

＜ イベント概要 ＞

https://www.jcancer.jp/consultion_and_support/jcsd/2024report


４つの【講演】と【助成金活動報告会】動画はWEBサイトにてご視聴いただけます。

【講演１】

＜ 大ホール プログラム ＞

【開会挨拶】

日本対がん協会
会長
垣添 忠生

【司会進行】

日本対がん協会
常務理事
石田 一郎

【閉会挨拶】

日本対がん協会
堀 均

がん患者、家族の支援活動に対して、24年度採択団体による活動報告となります。
報告団体：「がん患者のための もしもに備えるノート」制作プロジェクト、みんなで知ろうがんのこと
栃木実行委員会、がんを経験した女性のコミュニティ Colorful Ribbons、一般社団法人 LINKOS、一般
社団法人がんと働く応援団（順不同）

【講演２】

【講演４】

【活動報告】

がんと共に「わたしらしく」生きるを考える

秋山 正子 氏
認定NPO法人マギーズ東京 共同代表理事 セン
ター長

がん告知時に、多くの人が気持ちの落ち込みを感
じます。しかし再発が分かり、この先の時間が限
られると告げられた時の落ち込みの方が大きかっ
たと語る体験者も多いのです。毎日を如何に「わ
たしらしく」生きるかを、様々な実践事例をもと
に考えていきましょう。

ゲノム医療による治療法を考える
～転移・再発の場合を含む～

安藤 弥生 先生

国立研究開発法人 国立がん研究センター中央病院
臨床研究支援部門研究企画推進部臨床研究支援室/
血液腫瘍科

ゲノム医療の進歩により、あなたに合った治療が選
べるようになりました。それは、再発・転移した後
も同じです。ゲノム医療の基礎や、ゲノム情報を用
いた治療開発の経緯・今後の展望も含めて、再発・
転移した後の治療について考えます。

わたしを支える社会資源

北見 知美
公益財団法人日本対がん協会 相談支援室マネ
ジャー・社会福祉士

がんだとわかった時、再びがんが見つかった時、
身体のことだけでなく、生活や仕事、お金のこと
など様々な不安や心配で頭も心もいっぱいになっ
てしまうことがあるかもしれません。そんな時、
その不安や心配を少しでも少なくしていく方法が
ないかを一緒に考えます。

転移・再発したあなたへ
～根治がむずかしいがんとの付き合い方～

髙橋 都 先生

内科医, NPO法人日本がんサバイバーシップネッ
トワーク代表理事,
岩手医科大学客員教授, 東京慈恵会医科大学客員
教授

がんと診断され、見通しが必ずしも明るくないか
もしれないとき、私たちは状況にどう折り合いを
つければよいでしょう。これからどうなるの？他
の人はどうしているの？希望って何？正解はない
としても、＜自分らしい＞生き方をご一緒に考え
たいと思います。

【講演３】



【出展団体】

＜ セミナールーム 展示会場 ＞

【利用団体】

＜ 情報コーナー（ポスター・チラシ展示） ＞

「がん患者のための もしもに備えるノート」制作プロジェクト
一般社団法人キャンサーフィットネス
一般社団法人 食道がんサバイバーズシェアリングス
一般社団法人CSRプロジェクト
胸腺腫・胸腺がん患者会ふたつば
がん情報サイト「オンコロ」（３Hメディソリューション株式会社）
特定非営利活動法人日本キャリア開発協会
頭頸部がん患者と家族の会Nicotto
一般社団法人日本希少がん患者会ネットワーク（RCJ）
ガーゼ帽子を縫う会
一般社団法人アピアランス・サポート東京
NPO法人キャンサーネットジャパン
一般社団法人ピアリング
Cava！～さいたまBEC～＆NYOGA
一般社団法人BCY Institute Japan
若年性がん患者団体 STAND UP！！
一般社団法人仕事と治療の両立支援ネットーブリッジ
NPO法人あいおぷらす
肉腫（サルコーマ）の会たんぽぽ
一般社団法人がんと働く応援団
Dr.カキゾエ 歩く処方箋~みちのく潮風トレイルを往く～
猫舌堂

①国立がん研究センター
②NPO法人 Hope Tree
③港区立がん在宅緩和ケア支援センター ういケアみなと
④NPO法人 がんサバイバーシップネットワーク
⑤NPO法人 がんと暮らしを考える会
⑥キャンサーペアレンツ ～こどもをもつがん患者でつながろう～
⑦認定NPO法人 がんサポートコニュニティー
⑧資生堂ジャパン株式会社
⑨一般社団法人 患者家計サポート協会
⑩認定NPO法人 マギーズ東京

※敬称略、順不同

※敬称略、順不同



日本対がん協会が行う患者・家族支援の1つ「がん相談ホットライン」の
活動をパネル展示しました。がんになると、治療や副作用のことだけで
はなく、お金や仕事のこと、人間関係のことなど、様々な不安や心配事
が出てきます。日本対がん協会が運営する無料電話相談「がん相談ホッ
トライン」に届く声を、パネル展示でご紹介しました。詳しくは、がん
相談ホットライン
（ https://www.jcancer.jp/consultion_and_support/がん相談ホット
ライン）をご覧ください。

【企画１】 ほっとひといき掲示板

【企画２】

＜ 企画コーナー ＞

【企画２】写真展「私の見つけた『半径500メートル』」（協力：がんフォト＊がんストーリー）

あなたの心の中にある質問や、応援してほしいことなどを投稿する掲示
板です。投稿された質問には会場参加のみなさんからお返事が届きます。
質問もそして回答も、どなたでもご参加いただけます。

【一例】
Q：入院中励まされた曲はどんな曲でしたか？
A：〇〇の曲ならなんでも！おすすめのアルバムは◆◆です。
Q：入院時、持参すると便利なものはなに？
A：S字フックは便利でした。
みなさんの心がほっとなるような、交流の場にしましょう！

【企画３】日本対がん協会「がん相談ホットラインに届く声」

がんサバイバー・クラブのコラムでもおなじみ、
木口マリさん編纂の作品集、「私の見つけた『半径500
メートル』」より一部を抜粋して展示します。
この作品集は、がん経験者、ご家族友人、医療者のフォ
トストーリーです。
みなさんとも共通の「見つけた」があるかもしれません。
ぜひお立ち寄りください。

【企画４】「患者さんとご家族のためのガイドライン」閲覧コーナー

わかりやすい文章や図で解説される「患者さんとご家族
のためのガイドライン」を閲覧いただけるコーナーです。

https://www.jcancer.jp/consultion_and_support/


収支

【気づきや変化があったか】

【どなたと参加しましたか】

【有益な情報を得ることができたか】

【感想一部抜粋】

「転移2年目で今後の治療について悩んでいる時で、本当に一番知りたいテーマの講演でした。
ありがとうございました。」

「家族もすべて亡くなり、一人でなんとかしなくてはとがん闘病していたが、毎日悲しいばかり。
講演を聞いて、誰かに気持ちを聞いてもらわなければと思えた。」

「がんに罹った時に、それで終わり…ではない事を改めて実感できました。」

「私は病気のことは周知してないので誰にも相談ができません。家族は知っていますが家族にも相談
できません。そんな時に相談できる場所がこんなにたくさんあることが知れて本当に良かったです
ありがとうございました」

【性別】 【年代】

【JCSD参加回数】
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＜ 企画コーナー ＞

【参加都道府県】

東京都

44%

神奈川

県

18%

埼玉県

17%

千葉県

10%

＜ アンケート集計結果＞ N=139

N=318

＜参加者報告＞

女性, 

73%

男性, 

27%

N=318
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アンケート詳細はJCSD特設2025レポートページからご覧いただけます。



■収入

■支出

収支 ＜ 収支 ＞

今年のテーマは、「がんとともに生きる ー転移・再発した私の「わたしらしく」を考えるー」
ご参加いただくためにSNSでの広報についても昨年に続き注力しました。
その成果とは言い切れませんが、申込締切日を前に定員に達するお申込みをいただくことができました。

7

＜ 収支 ＞
＜ SNS広報関連 ＞

項目 金額（円） 内訳

参加費 無料

ブース出展料 ¥110,000 1社

情報コーナー設置料 ¥66,000 2社

自己資金 ¥6,012,921 

収入 合計 ¥6,188,921

項目 金額（円） 内訳

会場費 0国立がん研究センター 築地キャンパス 研究棟

業務委託費・講師謝金 ¥5,559,815イベント運営委託費、広報費、講師謝金 等

通信費・交通費・郵送費 ¥10,828招聘状、フライヤー等発送費、事前打合移動費、切手代

保険料・雑費 ¥63,024保険一式（会場参加者・会場使用機材等）、企画ブース使用グッズ、印紙代 等

支出 合計 ¥5,633,667



次年度も宜しくお願いいたします

〒104-0045
東京都中央区築地5-3-3 築地浜離宮ビル7階
Tel：03-3541-4771 / Fax：03-3541-4783

2026年は6月7日に開催予定となります
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